
2012.12.08 岡山大学
学都研究中間報告会&3都市シンポジウム

熊本大学工学部

まちなか工房の紹介
2012年度版

熊本大学工学部まちなか工房

代表 溝上章志
（自然科学研究科 環境共生工学専攻 教授） 面積 ： 389.53km2

人口 ： 730,812人
世帯数 ： 304,224世帯
都市圏人口： 約100万人

熊 本 市 の 概 要
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戦時

ゾーン別の熊本都市圏のゾーン別人口の推移

安定した増加

増加の鈍化

増加の鈍化

減少 漸増

・熊本市内の人口の増加

基調は継続だが，90年代

以降は増加率が鈍化

・ 60-70年代に，外周部

で人口減

・80年以降，市内で急増，

周辺部では緩やかな増加

・都市圏全体ではかなり

増加したが，最近10年は

増加率が鈍化

熊 本 市 の 概 要

熊本都市圏全域
熊本市内
熊本市周辺部
都市圏外周部

急激な増加

2005
平成17年

2010
平成22年

2015
平成27年

2020
平成32年

人口（人） 669,603 668,836 664,434 655,400

人口の推計結果

669,603 668,836
664,434 655,400
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■本市の将来人口推計
（独自推計）

（年）

このまま推移すれば、市の総人口は平成19（2007）年をピークに減少に転じる

1,044,011 1,043,406

1,036,595

1,023,012

1,020,000

1,030,000

1,040,000

1,050,000
■熊本都市圏の将来人口推計

（独自推計）

■本市の将来人口推計
（社人研推計・Ｈ12基準）

（人）

1,030,375

熊 本 市 の 概 要
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熊本都市圏の就業年齢人口の推移

熊本都市圏の高齢者人口の推移

減少

増加

constant growth

急激な増加
漸増

・就業年齢人口は，1990年まで都市圏，特に市

内で安定増

・しかし，1995以降，都市圏全域で減少

・1995以降，特に市内と 外周部で減少

・市周辺部では1975以降，漸増

・高齢者人口は，最近50年間で，都市圏全域で

急激な増加

・市内でも高い高齢者人口増加率

熊 本 市 の 概 要

熊本都市圏全域
熊本市内
熊本市周辺部
都市圏外周部 減少安定した増加
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仙台82年　
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鉄道 市電バス 自動車 二輪車 徒歩 その他

交通機関分担率の比較，経年変化

熊 本 市 の 概 要

・通勤７割
・全目的でも6割

・JR健闘
・市電･バス激減

1976年の土地利用状況 1995年の土地利用状況

熊 本 市 の 概 要

・都市的土地利用の急拡大
・特に市街地

土地利用状況の経年変化
1976～1995間の新規開発

青：工業
赤：住宅，商業，公共
黒：交通施設など

都市計画区域
市街化区域

・2008都市計画法改正以前

の10 ha以上の大型開発の許

可による市街地の拡散

熊 本 市 の 概 要
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熊 本 市 の 概 要

DID人口密度の推移(人/km2)

・ DID面積は25.9km2から83.3km2へ322%増

・ DID人口は275千人から556千人へ203%しか増

DID人口密度は４割減

面積280haで幕末期の城下町の街区構成そのまま

幕末の頃の市街地図 現在の市街地図

熊本市の中心市街地

中心市街地の昔と今

熊本市の中心市街地

低・未利用地の増加 駐車場敷地数の変化
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熊本市の中心市街地

商店街の歩行者通行量
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３割の減少

（中心市街地内２８地点の合計値）
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熊本市の中心市街地

新市街，下通，桜町･花畑地区では4割減



熊本城

熊本駅

流通団地

熊本環状道路

江津湖 健軍

川尻
嘉島町

富合町
城南町

御船I．C．

益城町

益城熊本空港I．C．

熊本I．C．

菊陽町

合志町

西合志町
中九州横断道路

（仮）北熊本I．C．

植木町

金峰山

熊本港

有明海

立田山

上熊本駅

中心部4店舗

計119,987㎡

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｼﾃｨ
嘉島(H17.10)

52,000㎡

ゆめタウン浜線(H10)
37,155㎡

ゆめﾀｳﾝｻﾝﾋﾟｱﾝ(H8)
24,839㎡

鶴屋 69,355㎡
（内訳）

旧館 32,632 ㎡
ﾃﾄﾘｱ 24,303㎡
ﾋﾞﾌﾟﾚｽ 6,953㎡
ｳｨﾝｸﾞ 5,467㎡ｶﾘｰﾉ下通 9,856㎡

ダイエー(S54) 17,427㎡

阪神 23,349㎡

ｻﾝﾘﾌﾞｼﾃｨ
くまなん(S57)

19,700㎡

ﾀﾞｲｴｰ熊本店
12,712㎡ 熊本空港

Ｈ３年以前

Ｈ４～Ｈ13年

Ｈ14年以降

１０ｋｍ

５ｋｍ

面積1万㎡以上の大規模店舗の立地

：市街化区域

Nゆめタウン
光の森（H16.6)

36,065㎡

熊本市の中心市街地

熊本駅周辺地区
新町･ 古町地区

・1kmに及ぶ西日本有数のアーケード街
・商圏は県内一円に及ぶ
・通行量、小売販売額が減少傾向
・裏路地に“蔵”などを改装した個性的な
飲食店等が出店し新たな賑わいを創出

・各商店街間や行政との連携も進む

・古い“まち割り”や歴史的建造物が残存
・近年、マンションなどの立地が進む
・NPOによるベロタクシーの運行など，
新幹線の全線開業に向けて民間主体のま
ちづくりの機運が高まる

熊本城域地区
・熊本のシンボル
・入場者数はピーク時から半減し，年間
70万人程度で推移

・築城四百年を契機とした復元整備・記念
イベントの開催で集客力アップを図る

・今後の利活用が課題

通町・桜町地区

・県都の陸の玄関口としては都市機能･景観面
が不十分

・新幹線開業に備え、中心市街地のゲートウェ
イ的役割を果たすべく都市基盤整備が進む

・合同庁舎の移転や東A地区市街地再開発事業
により、業務機能・情報発信機能を強化

中心市街地（約400ｈａ）の現況と課題

目指すべき将来像
４００年の歴史と伝統が息づき城下町の魅力が輝く、九州

中央のにぎわいと活力あふれる交流拠点

基本方針
１．人々が活発に交流しにぎわうまちづくり

２．城下町の魅力があふれるまちづくり

３．誰もが気軽に訪れることができるまちづくり

中心市街地活性化基本計画

まちなか工房

パレア

通町･桜町地区

熊本城地区

交流機能（文化）
＋

（情報機能）
（サービス機能）

魅力とにぎわいあふれる
商店街とオフィスゾーン

新幹線

城下町の歴史に触れながら
中心市街地へ向かう

アクセスゾーン

歴史文化空間としての特色を活

かし、中心地区と駅をより結び

つける

◎交流機能

◎サービス機能

◎居住機能

熊本を印象付ける
出会いとふれあいゾーン

新幹線開業・合同庁舎移転を契

機とし、熊本の玄関口として多

くの人が訪れ、にぎわいのある

空間をつくる

◎行政・業務機能

◎情報・交流機能

◎教育機能

◎居住機能

歴史文化遺産を生かした
人々が集いにぎわう

大交流ゾーン

坪井川

市内外からお城に訪れる人への

利便性をより向上させていく

◎情報機能

◎サービス機能

交通機能
+

（行政・業務機能）
（情報・交流機能）

（教育機能）
（居住機能）

居住機能
+

（交流機能）
（サービス機能）

既存ストックを活用しながら、

より魅力のある機能の集積を

図っていく

◎既存機能を強化

◎居住機能
商業機能
娯楽機能

サービス機能
行政・業務機能
情報・交流機能

+
（居住機能）

ゾーン別機能配置と相互の連携

新町･古町地区

熊本駅周辺地区



中心市街地活性化基本計画（桜町地区）

・まちの駅“立寄りどころ”の設置
・旧町名版の設置
・おてもやん像の設置
・人力車の運行開始
・景観形成建造物の改修支援

24事業の推進

・・・

熊本駅都心間〔新町・古町地区〕協働のまちづくり計画書

○まちづくりの目標像“城下町都市くまもと”
○地域の想いのある２４事業を位置づけ

さらなる２４事業の推進

Ｈ20年4月
熊本市熊本駅都心間協働のまちづくり推進制度創設

新町・古町の魅力や活力の向上を図るため、企画立案、
施設整備、イベントなど、ハード・ソフト両面から支援

発案段階、合意形成、資金不足・・・により未着手の事業

更なる中心市街地の魅力や活力の向上

城下町取組み

Ｈ17年8月

中心市街地活性化基本計画（新町･古町地区）

○平成16年３月 鹿児島中央駅～新八代駅間が先行して部分開業

○平成16年12月 平成23年の九州新幹線全線開業方針決定

○平成22年３月 3月１２日全線開業

九州新幹線全線開業とその後の懸念 熊本大学工学部まちなか工房
地域と行政と大学を結ぶプラットフォーム

平成17年5月
上通並木坂中心商店街に

工学部まちなか工房を開設

1）臨床的実践的都市計画教育
2）まちづくりを通した地域貢献

「まちづくりの家庭医」として、
中心市街地活性化を

多面的・重層的に支援

「家庭医」
地域に密着し、患者の既往症や家庭環境など
も把握した上で、幅広い診療を担う医師。

「現代のまち医者」病院などの
専門医と対比した考え方。



大学が、まちにやってきた
熊本市中心市街地活性化にむけた

まちなか工房４つの役割

１）きめ細かい地域情報の継続的蓄積と紹介
それらを踏まえた課題や計画案の診断

２）まちづくりに関する学習機会の企画運営
地元官民組織間の交流機会提供

３）中心市街地活性化に向けた組織連携推進
連携組織の活動調整・支援

４）まちづくりに関わる専門知識や技術の提供
工房外専門家の紹介

１）きめ細かい地域情報の蓄積と紹介
それらを踏まえた地域の課題・計画の診断

建物別階層別床利用構成図
中心市街地（130ha）にある
建物1,698棟の階層別床11,438区画の
用途構成や空き床分布の時系列調査

中心市街地（90ha部分）の
通りの公共空間現状調査熊本日日新聞統合版080820

中心市街地視察団の現地案内拠点の役割も

まちづくり学習会（月例）
・商店街や企業や県市関係職員

市民、学生、教員を対象
平成24年11月までに81回開催

・工房の負担で
県内外から講師を招き、
中心市街地の活性化策を討論
毎回30～40人が参加。

・工房教員、主要商店街の長、
熊本市都心活性推進室長等で

幹事会を構成し、企画運営。

三都市シンポジウム
まちづく学習会秋の拡大企画
すきたい熊本協議会と共催
市広報紙などを使い広く
市民にも広報

２）まちづくりに関する学習機会の企画運営
官民の組織を超えた交流機会の提供



まちづくり学習会開催の記録

平成17年～24年度末までに81回の開催
講師の延べ人数は99人、うち工房外75名

テーマ
・商店街の活性化に関するもの
・芸術、文化、デザインのまづくりを提案するもの
・都市計画の制度や仕組みに関するもの など

３金沢･４岡山･５熊本
三都市シンポジウムの開催

森 金沢副市長

寺崎 熊本副市長

古市 岡山市商工会議所副会頭

H16・12 ４商店街による中心商店街等連絡協議会設立
（４商協、後に７商協）

H17・05 まちなか工房開設

H17・06 熊本市郊外部への大型SC立地申請

H17・06 まちなか工房まちづくり学習会開始
商店街・熊本市が学習会運営幹事に参加

H18・04 中心市街地活性化協議会準備会の活動開始

H18・08 改正中心市街地活性化法施行
中心市街地活性化本部設置

H18・08 商店街・百貨店・企業・大学等による中心市
街地活性化組織「すきたい熊本協議会」設立

H18・12 まちづくり会社まちづくり熊本設立
熊本市中心市街地活性化協議会設立

H18・12 熊本市長が大型ＳＣ立地申請を却下

H19・03 熊本市中心市街地活性化基本計画提出

H19・05 熊本市中心市街地活性化基本計画大臣認定

まちなか工房開設前後における地元の動向

３）まちづくりに向けた組織連携の推進
連携組織の活動調整・推進

熊本日日新聞統合版平成18年12月30日

熊本日日新聞統合版平成17年6月8日

備考
中心市街地の
まちづくりに
係わる在来組織の
構成員例

中心市街地で
独自に活動している
まちづくり組織

1

2

3

4

5

6

7

8

熊本商工会議所

熊本市の
中心市街地活性化担当課

04年
12月

05年
05月

06年
02月

設立の年月（西暦）
1上通商栄会
　下通繁栄会
　中央繁栄会連合会
　新市街商店街
　　振興組合など
2 鶴屋百貨店
　 県民百貨店
   　くまもと阪神
3 九州電力
　 NTT西日本
　 産交ホール
     ディングス
　 熊本電気鉄道など
4 NPO法人熊本
　　まちなみトラスト
　 桜町まちづくり
  　協議会など
5 熊本県立大学
　 熊本学園大学
6 都心活性推進課
　 商業労政課など
7 中心市街地
　   活性化対策室
8 商工観光労働部
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06年
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熊本県

まちづくり会社
株式会社まちづくり熊本

中心市街地の
市民まちづくり組織

百貨店

中心市街地で活動する
民間企業（含む支店）

市内大学の
まちづくり関連研究室

熊本市

熊本商工会議所の
中心市街地活性化担当室

都心部にある
商店街の連合組織

熊本大学工学部
まちなか工房

中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
幹
事
会

中心市街地の
活性化にむけて設立された

まちづくりの連携組織

連携組織の構成 連携組織の会長・議長 連携組織の事務局

中心市街地活性化協議会
中心市街地活性化法に基づいて
自治体＋商工会議所＋まちづくり会社

＋まちづくり団体等で組織。
中心市街地活性化基本計画や

それに基づく各種事業を認定
計画の進捗を確認する。

またまちづくりの活動を推進する。
熊本日日新聞統合版070622

すきたい熊本協議会
中心市街地の商店街組織

＋百貨店＋大手企業＋熊本市
＋まちなか工房など十数団体で組織。

会費および、事業別協賛金を募り
またまちづくりの計画調査や

各種インベントを企画・実施する。



４）まちづくりに関わる専門知識や技術の提供
学内外の専門家の紹介

熊本日日新聞統合版080208

上乃裏地区まちづくりワークショップ

下通2番街3番街4番街アーケード改修事業
設計者選定設計競技の企画支援 Ｈ19・4～8 

設計：上窪哲也建築計画事務所

上乃裏通り地区商店街振興組合設立活動支
援 Ｈ19・7～Ｈ20・8 

熊本市商店街等連合協議会イベントの運営参加 各年夏・秋・春

まちなか工房の卒業生の進路
平成17年度～平成22年度

年度 学部生 院生

平成17年度
熊本県警１
福岡市１
大学院進学２

熊本市１
ソフトウェア１

平成18年度
住宅会社１
大学院進学３

計画系コンサルタント３
ソフトウェア１

平成19年度
銀行１
計画系コンサルタント１
大学院進学２

熊本市１

平成20年度
長崎市１
大学院進学２

建設会社１
計画系コンサルタント４

平成21年度 大学院４ 計画系コンサルタント３

平成22年度

銀行１
熊本市１
建設会社１
大学院進学１

熊本市１
計画系コンサルタント１

まちなか工房の経費（１）
平成23年度

事業名：工学部革新ものづくり展開力実践プロジェクト
（平成23～26年度）

ものクリ工房 ＋ まちなか工房

区 分 金 額（千円）

平成23年度事業実施経費総額 55,532

連携相手先負担額 0

大学法人負担額 55,532

内 学内負担額 10,000

運営交付金（文科省） 45,532

注）平成17～21年度はものづくり創造融合工学教育事業（文科省特別教育研究費）

まちなか工房の経費（２）
平成23年度

うち，平成23年度まちなか工房分

経費区分 費 目 金額（千円）

プロジェクト経費 学習会講師謝金 480

人件費 非常勤研究員2人 1,512

非常勤事務補佐員1人 2,100

TA 944

運営費 まちなか工房セミナー 1,104

光熱費など 960

工房家賃 3,780

計 9,776



まちなか工房プロジェクト
平成17～平成23年度

年度 主要プロジェクト名・連携事業・専門知識支援

平成17年度 ・熊本電鉄の市電乗り入れ・ＬＲＴ化による熊電再生と中心市街地活性化

平成18年度

・熊本電鉄の利用促進のためのモビリティマネジメント実践
・中心市街地における低・未利用地の有効利活用促進施策の提案
・内閣府全国都市再生モデル調査（熊本市と連携）
・大型店立地による地域交通への影響評価（すきたい熊本協議会と連携）
・都心結節とまちづくりを考える交通社会実験（すきたい熊本協議会と連携）

平成19年度
・熊本電鉄の利用促進のためのモビリティマネジメント実践
・街区単位の小規模連鎖型再開発手法のFS

平成20年度
・中心市街地におけるエリアマネジメント施策の実践と評価
・熊本市におけるバス交通のあり方検討業務（協議会委託）

平成21年度

・まちなか居住選好セグメントの分離とその特性分析，およびまちなか居住促進に
よる中心市街地活性化
・くまもと城下まつりにおける市民の回遊・消費行動調査（熊本市委託）
・熊本市都市計画マスタープラン策定業務（熊本市委託）
・国交省地域景観づくり緊急支援事業（熊本市と連携）

平成22年度
・全国まちづくり会議in熊本の共催（NPO法人都市計画家協会）
・熊本市銀座通り歩行空間整備事業業務（熊本市委託）
・地域再生実践塾の開催（(財)地域活性化センターからの依頼）

平成23年
・銀座通り歩行者空間整備事業受託研究業務（熊本市委託）
・商店街歩行者通行量および消費･回遊動向調査業務（熊本市委託）

まちなか工房の外部資金
平成23年度

年度 業務名 委託者 受託経費

23

合志市地域交通計画策定（研究）受託研究業務 合志市 2,472,403円

合志市重点区域土地利用計画策定業務 合志市 7,528,500円

商店街歩行者通行量及び消費・回遊動向調査 熊本市 2,152,500円

銀座通り歩行者空間整備検討業務 熊本市 2,060,000円

小計 14,238,583円

22

合志市地域交通計画策定（研究）受託研究業務 合志市 2,866,500円

銀座通り歩行者空間整備事業受託研究業務 熊本市 8,208,600円

荒尾市地域公共交通の状況調査及び今後の方針検討業務 荒尾市 2,000,000円

小計 13,075,100円

21

合志市地域交通計画策定（研究） 合志市 4,189,500円

熊本市におけるバス交通のあり方検討業務 熊本市･･･協議会 8,344,500円

バス乗換拠点改善検討業務 熊本市 6,000,000円

熊本市地域景観づくり緊急支援事業業務 熊本市（国交省） 9,176,000円

合志市地域交通計画策定（研究） 合志市 3,000,000円

熊本市におけるバス交通のあり方検討業務 熊本市 9,000,000円

小計 39,710,000円

合計 67,023,683円

１）信頼関係構築に欠かせない地域の組織との多忙
なる「日常的おつきあい」が欠かせない

２）スタンスの異なる行政各課や、価値観の異なる
市民団体等の間の火つけ役・根回し役・愚痴の聞
き役・なだめ役など、気疲れの多い振舞いを求め
られる

3）社会が求めるスケジュール管理や作業品質確保の
ため教育現場にとっては負担感が大きい

4）各種取り組みにおける発言や判断について地域の
一員としての責任（感）を求められる

まちなか工房の運営における
尽きない悩み

１）「工学部」だけの単一組織
• 目的や思考方法が類似
• 責任体制が明確で運営が容易

２）教育・研究テーマが「まちなか」だけ
・狭いテーマで深く
・市や商店街のニーズに対応

３）「街の真ん中」にオフィス
・目の前に実例，調査の前線基地
・だれでもいつでも立ち寄り

４）商店街と市役所との幹事会
・目的の共有
・政策へ

まちなか工房のとりあえずの成功の秘訣



１）学んだことを具体的な行動・コミットメントへ！
→熊電ＬＲＴ化計画の中断決定に，すきたい熊本協議会からのコミッ

トメントは？まちづくりの主役のはずが……

２）イベント（仕掛け）からマネジメント（仕組み）
へ脱皮を！

→ストリート･アートプレックス熊本

→ゴミの共同回収による中心市街地エリアマネジメント

→城下町という生活空間の回復

３）自主財源確保へも一歩前へ！
→まちづくり熊本の活動・桜馬場活用戦略

→コミュニティファンドによる資金計画や日本型TIFのFS

まちなか工房の活動からチラッと見える
まちづくり活動の課題

戦略的な仕掛けと仕組み

まちなか工房の一歩前への活動

まちなか工房の一歩前への活動


